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平成１８年度 第１０回定例学習会ショート講義資料

ＫＡＺＵ

特別支援教育の中で教師が求められること
～生徒指導、教育相談、カウンセリング、ガイダンス、コンサルテーション、コーディネーション～

１．生徒指導とは？

(1)ねらい

・ 個々の児童生徒の自己指導能力の育成を目指す」教育の機「

能。どのような行動が適切か自分で考え、決めて、実行でき

る力（自己指導能力）を育てることが生徒指導の究極のねら

いである。

(2)領域論から機能論へ

・かつて生徒指導は、教科指導とともに学校教育を支える「車の両輪」と例えられた。つまり、生徒

指導は児童生徒の非行や問題行動などに対応するための領域として捉えられていた。しかし、問題行

動等への対応のみでは、自己指導能力の育成が望めないことは明らかである。

生徒指導については 『生徒指導の手引 （昭和40年文部省）の中で「学校がその教育目標を達成す、 』

るための重要な機能」であると述べられている。児童生徒の自己指導能力を育てるためには、生徒指

導が教科指導や道徳、特別活動、その他あらゆる学校教育の場で「機能」していく必要がある。こう

して生徒指導は領域論から機能論へと移行した。

(3)機能としての生徒指導

・教育の目的は「児童生徒の人格の完成」にある（教育基本法第一条 。それ故、教師は、教科指導の）

みならず、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間、給食、清掃の時間など、学校における全ての教

領域論 生徒指導と教科指導は『車の両輪』
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。 、育活動で児童生徒の人格の完成をめざすことになる では

どのようにすればそのようなことができるのか。その答え

が「全ての学校教育の場に生徒指導を機能させる」という

ことになる。

具体的には、全ての学校教育の場で、児童生徒に「自己

存在感」と自分の行動の仕方を「自己決定」することので

きる選択の場を与える。そして、これらを「共感的人間関

係」を基盤にして全ての学校教育の場に作用させていると

き、児童生徒のやる気が引き出され、自己指導能力が育成

されることになる。このように、生徒指導が単に領域とし

て存在するのではなく、全ての学校教育の場を貫く機能と

して存在する必要がある。そのときはじめて、教育の目標

に結び付く生徒指導が実践できることになる。

２．教育相談とは？

・教育相談とは、児童生徒個々の抱える困難や不安に対して、教師が共に悩み、考え、児童生徒の好

ましい適応への力を援助する機能をもっているという意味合いで、生徒指導の中で重要な役割をもつ

機能として位置づけられている。

・教育相談の中でも、学校における教育相談を「学校教育相談」という。

・学校教育相談の具体的な内容として、カウンセリング（広義 、ガイダンス、コンサルテーション、）

コーディネーションの４つがある。

・学校教育相談は、予防・開発的に行う場合（予防・開発的教育相談）と問題解決的に行う場合（問

全ての教師が身につけたい教育相談の知識は、予防・開発的教育相談の題解決的教育相談）がある。

加えて、問題解決的教育相談の分野も身につけられるならそれにこしたことはない。分野である。

３．カウンセリングとは？

・狭義のカウンセリングは、心理療法（サイコセラピー）と同義である。主として精神疾患の患者を

対象とする。

・広義のカウンセリングは、主として健康な人を対象とする。成長の過程で誰もが直面する発達課題

を乗り越えるための助言や情報を与える。一般に 「教師が使えるカウンセリング（教育カウンセリン、

グ 」という言い方がされる場合、広義のカウンセリングを指す。）

＊ここでは、カウンセリングを狭義と広義の二つに分けているが、カウンセリングと心理療法を分け

ずに考える立場（ロジャーズ他 、カウンセリングと心理療法を分けて考える立場（國分他）がある。）

「カウンセリング」という言葉を耳にするとき、それが、どのような意味合いで語られているかを吟

味する必要がある。

・カウンセリングを広義に捉える國分は、その内容を「育てるカウンセリング」と「治すカウンセリ

ング」と大別している。前の教育相談の考え方に当てはめると、前者は予防・開発的、後者は問題解

。 、 。決的となる それ故 である全ての教師が身につけたいカウンセリングとは 育てるカウンセリング「 」

４．カウンセリング理論

・狭義であれ、広義であれ、カウンセリングを支える理論として、次の理論を学んでおくとよい。理

論をもとに狭義のカウンセリング（心理療法）を行えば「○○療法」となり、広義のカウンセリング

を行えば 「○○的カウンセリング」となる。、

・アメリカの大学講義で「カウンセリング理論」を受講すると、８つの理論（精神分析理論、自己理

論、行動理論、特性・因子理論、実存主義的理論、ｹﾞｼｭﾀﾙﾄ理論、交流分析、論理療法）を知っている

のは常識とされる。

「機能」としての生徒指導

の場を与える

を与える

を育成する

自己決定

自己存在感

共感的人間関係

キーワード

自己指導能力の育成
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＜病理論から＞

(1)精神分析理論

・諸悪の根元は抑圧にある。なぜ抑圧がいけないかといえば、押さえ込んだ無意識に振り回されるか

らである。母を捨て、他人である妻と結婚するという罪障感に振り回される （エディプスコンプレッ。

クス） 治すとは、気づかない無意識を意識化することである。

(2)自己理論

・諸悪の根元は二つの自己概念のズレ 「思いこみの自分（例えば、優しい自分 」と「あるがままの。 ）

自分（例えば、子どもをたたいてしまう自分 」のズレ。愛しているからこそ、子どもをたたいたと考）

え、たたいたという事実を認めないと不幸になる。治療目標は、あるがままの自分に気づき、自己概

念を作り直すこと。すなわち、自己イメージの作り直し。自己不一致から自己一致へ。

(3)行動理論

・病理の原因は 「学習が足りない（条件付けが足らない 、あるいは 「学習したことの一般化しす、 ）」 、

ぎ」と考える。治すには、前者の場合は、赤面症であれば対症療法を行うとか、後者の場合は 「目上、

の人には敬語を使うように」と学んだことを一般化しすぎて誰彼かまわず敬語を使ってしまうような

場合、弁別学習が有効となる。

(4)特性・因子理論

・病理の原因は 「自分の特性・因子に合わない環境を選んだから」と考える。例えば 「しゃべるの、 、

が不得意な人が、しゃべる世界に入ったから病気になった」と考える。治すには、テストで組み合わ

せの間違いに気づかせ、よりより情報を与えればよい。

(5)実存主義的理論

・病理の原因は 「自分の人生の意味が見いだせないから」と考える。治すには、苦境の意味を自ら発、

見すれば大丈夫である。エンカウンターなどにより、カウンセラー、クライエントが共に自己開示し

て、自己発見を促すようにする。

・アウシュビッツのガス室に収容されたＶ・フランクルの話。友人が死にたいと話したが 「私はあな、

たが生きる意味があると思う。あなたはお嬢さんにとって生きる源泉になってる。お嬢さんにとって

はあなたが生きる意味がある 」と伝えた。友人がもし言い返したならば、そこでエンカウンターすれ。

ばいい。

(6)論理療法

・病理の原因は 「イラショナルナビリーフがあるから」と考える。教室で一人の生徒が「反乱」を起、

こす。教師は全て尊敬されなければならないというイラショナルビリーフがあるために、自分のこと

をダメな教師と思い落ち込む。治すのは、カウンセラーが事実と論理にもとづいて、能動的に説得を

行い、イラショナルビリーフをラショナルビリーフに変えること 「君が周りの全ての人を好きになら。

、 」 、 。ないように 君のことを好きにならない人もいる というように ビリーフを変えると悩みは変わる

考え方次第で悩みは消えるということ。

(7)ゲシュタルト理論

・諸悪の根元は 「一度作ったゲシュタルトに固執するからである」と考える。治すには、いったんで、

きあがったゲシュタルトをつぶして、再構成する。能動的にエクササイズをさせ、エクササイズによ

ってゲシュタルトを再構成する。例：病気で子どもを死なせてしまった２３歳の母親が、自分は子殺

しの母であるというゲシュタルトを持っているとする。エクササイズとして、枕を子どもに見立て、

子どもに語りかけるように促す。ある程度、時間が経過したところで、ストップをかける 「今はどん。

な気持ち？」と尋ねる。２３歳なりに自分のベストを尽くした母というようにゲシュタルトが再構成

される。

・ゲシュタルト療法では、精神分析のように解釈をするのではなく、自分から気づくのを待つ。
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(8)交流分析

・病理の原因は 「ＰＡＣの出し入れがワンパターンだから」と考える。治すには、柔軟なＰＡＣの出、

し入れができるようにアドバイスする。

５．カウンセリング技法

・理論をもとに様々な技法が生まれる。

(1)精神分析理論；自由連想法、箱庭療法等

(2)自己理論；面接の基本技法（傾聴、受容、共感、支持、明確化、質問）等

(3)行動理論：逆制止、ソーシャルスキル・トレーニング等

(4)特性・因子理論：各種のテスト等

(5)実存主義的理論：構成的グループ・エンカウンター等

(6)論理療法：構成的グループ・エンカウンター等

(7)ゲシュタルト理論：構成的グループ・エンカウンター

(8)交流分析：構造分析（エゴグラム 、ストローク等）

６．ガイダンス

・学級や学年などの集団を対象に、情報や知識、スキルなどを提供する取り組みであり、一定の目標

に向かって行われる活動。学級開きで、構成的グループ・エンカウンターを行ったり、各種検査の事

後指導などもガイダンスの中に入る。

７．コンサルテーション

・コンサルテーションとは、石隈（1999）の定義によれば「異なった専門性や役割をもつ者同士が子

、 （ ）」 。どもの問題状況について検討し 今後の援助の在り方について話し合うプロセス 作戦会議 である

・面接という点では、狭義のカウンセリングもコンサルテーションも同じだが、カウンセリングが来

談者自身の問題を扱うのに対し、コンサルテーションは問題を抱えている人の援助者が対象となる。

例えば、教育相談係のところに担任が自分のクラスの生徒のことで相談に来た場合、あるいは保護者

が自分の子どものことで相談に来た場合などは基本的にはコンサルテーションである。情報がほしく

て相談に来ている人に対して、相手の感情や心理に焦点を当て、受容的共感的に徹して対応していた

ら、来談者は欲求不満を感じて帰ることになる。カウンセリングとコンサルテーションを混同しない

ことが大切である。

８．コーディネーション

・児童生徒や保護者、あるいは同僚を支援するために、学校や地域のもつリソースがうまく連携をと

れるようにしたり、そのリソースがうまく機能したりするように調整を図ること。例：不登校気味の

生徒が気を許している生徒に依頼し、相談相手になってもらう。子どもの問題行動に悩む保護者に教

育センターでの相談を紹介する等。
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９．校内における特別支援教育の推進に向けて

(1)チームによる支援

・校内の特別支援教育がスムーズに進められるためには、教職員がチームとして特別な援助ニーズを

もつ児童生徒の支援にあたる必要がある。濱田（2004）は 「教頭、生徒指導主事が学校外の関係機関、

との連絡調整にあたり、特殊教育経験者が個別の教育支援計画の作成など障害のある児童生徒への教

育実践を担当するなど、チームで担当する方法も考えられるのではないか」と提言している。このよ

うに、現状においてはチーム支援の重要性を指摘しつつ、各校の特別支援教育コーディネーターがキ

ーマンとなってチームをリードすることが理想である。

(2)特別支援教育コーディネーターの指名

・特別支援教育コーディネーターの指名について、文部科学省はガイドラインの中で 「各校の実情に、

応じて力量のある人材を選ぶことが望ましい」と示している。この「力量のある人材」に関連して、

青山（2004 、宮崎（2004 、岸田（2004）は、校内での調整力があり、保護者や外部機関と連携・調） ）

整（コーディネーション）を行うことができる人材が、コーディネーターとして望ましいと述べてい

る。このように、文部科学省や先行研究の提言からは 「連絡・調整」に関する資質・技能が、コーデ、

ィネーターとして何よりも求められる力であることが示唆される。曽山・武田（2006）の調査結果か

らは 「連絡・調整」の自己評価が高いのは教頭であることが明らかにされており、コーディネーター、

養成が緒についたばかりの現状においては、教頭がコーディネーターとしてもっとも力を発揮しやす

く、チーム支援をリードすることができるのではないかと考えられる。
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